
ポストコロナの地域づくり（地域運営組織について）
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～ポストコロナの暮らしを考える～
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・2030年には、44,476人、2040年には37,007人まで減少
・2025年の高齢化率は、35.4%
・1０代後半～2０代前半は流出傾向
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出典：国立社会保障・人口問題研究所 ※2015年までは国勢調査結果 出典：地域経済分析システム

Ⅰ-1.様々な調査からみえる本市の課題

【人口】
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人 口

65歳以上の人口割合

※ 2015年：国勢調査結果 2030年&2040年：国立社会保障・人口問題研究所の推計

54,276人
2015年 2030年 2040年

44,476人 37,007人

2015年 2030年 2040年

44.18%28.68% 37.65%

65歳未満65歳以上

例えば・・・

働く人の数が減ったり

お店の数が減ったり

Ⅰ-2.様々な調査からみえる本市の課題

人口減少や少子高齢化が進む
と・・・どうなるの？
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65歳以上 独居世帯

自治会加入率
※65歳以上独居世帯・夫婦世帯
：国勢調査結果

※自治会加入率
：政策共創室調査

1,878世帯
2010年 2015年 2020年

2,513世帯 3,010世帯

2010年

2011年

2015年 2020年
地域力（互助）の低下

Ⅰ-3.様々な調査からみえる本市の課題

ひとり暮らしの高齢者世帯が
増えているよ

2,209世帯 3,001世帯 3,462世帯

66.7% 65.0% 56.5%

2015年 2021年

65歳以上 夫婦世帯
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地域活動の担い手の減少し、地
域コミュニティの維持が困難



ご近所づきあいについて（相談できる・簡単な頼み事）

※阪南市共生のまちづくりに関する
アンケート調査（令和3年9月）

16.3%
2015年 2021年

14.9%

1位

4位

2位 3位
さらなる地域力
（互助）の低下

Ⅰ-4.様々な調査からみえる本市の課題

ご近所づきあいも少なくなっ
てきているよ

外出の制限 運動スポーツの
機会が減少

27.0% 20.3% 17.0%

5位 6位

新型コロナウイルス感染症の影響について（複数回答）

交流機会の減少

70.0% 40.8%
27.4%

文化・芸術に触れ
る機会の減少 収入の減少 地域活動の停滞
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例えば、「独居高齢者」「8050
問題」「子育て支援」「生活困
窮」「認知症」などの課題が増加。



Ⅱ.取組の方向性
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人と人がつながる仕組みづくり

・意思決定 みんなで考える

・活動形態 自発的に、できること／やりたいことを楽しく行う

・秩序形成 自律

⇒ プラットフォームが大事



Ⅲ.具体的な取組方策

• 地域運営組織の推進と「（仮）地域まちづくり協議会条例」の

制定に向けての取り組み

• 電子回覧板の推進

• 地域別で「地域力支援研修」を開催 （令和4年6月・8月・10月）

令和4年度
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参考．将来のビジョン
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